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世帯数
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世帯

人　

人　

人　

（平成 29 . 7 . 1 現在）

美
ヶ
原
は
、
松
本
市
の
象
徴
で

あ
り
、
古
く
か
ら
市
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
潤
い
と
癒
し
を

与
え
て
く
れ
る
山
で
し
た
。
笹
賀

の
里
か
ら
も
遥
か
に
見
渡
せ
る
山

な
み
は
、
朝
に
夕
に
、
そ
の
雄
姿

を
眺
め
て
育
っ
た
多
く
の
人
の
胸
に

い
き
づい
て
い
ま
す
。
　
　

笹
賀
地
区
民
の
母
校
、「
菅
野

中
学
校
」
で
は
、
か
つ
て
昭
和
の
時

代
に
、
1
年
生
の
夏
、「
美
ヶ
原
登

山
」
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。「
美

し
の
塔
」
が
建

ち
、「
テ
レ
ビ
塔
」

が
建
ち
始
め
た

開
発
途
上
の
道

の
り
を
、
登
山

と
言
って
も
バ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
に

近
い
も
の
で

し
た
。
牧
場

を
歩
い
て
登

り
着
い
た

「
山
本
小
屋
」

に
泊
ま
り
、

宵
闇
迫
る
高

原
で
立
ち
込
め
る
夕
霧
の
中
、
ク

ラ
ス
仲
間
と
過
ご
し
た
ひ
と
時
が
記

憶
の
隅
に
残
って
い
ま
す
。

「
思
い
出
の
丘
」
か
ら
ロン
グ
ト
レ

イ
ル
コ
ー
ス
に
は
い
り
「
武
石
峰
」

を
ぬ
け
て
「
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
」

に
到
着
し
ま
し
た
。
途
中
の
草
原

に
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
「
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
」
の
群
生
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
草
原
は
木
立
が
増
え
、
自
然

保
護
運
動
の
先
駆
け
と
し
て
、
日

本
中
に
名
高
い
自
然
環
境
維
持
の

困
難
さ
を
垣
間
見
せ
て
い
ま
す
。

美
ヶ
原
は
「
王
ヶ
頭
」
の
2
，

0
3
4
メ
ー
ト
ル
を
最
高
峰
に
、

頂
上
付
近
に
は
6
0
0
ヘク
タ
ー
ル

の
高
原
が
広
が
り
、
草
花
や
木
々

が
生
い
茂
って
い
ま
す
。
夏
の
間
は

牛
が
放
牧
さ
れ
、
高
原
は
牧
場
に

な
って
い
ま
す
。
高
原
ホ
テ
ル
が
あ

り
、
自
動
車

道
も
整
備
さ

れ
て
年
間
を

通
し
て
観
光

地
と
し
て
の

山
岳
国
立
公

園
の
威
容
を

誇
っ
て
い
ま

す
。（山

東
路
）

笹
賀
公
民
館
は
6
月
19
日
、「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
に
染
ま
る
・
美
ヶ
原
高

原
を
歩
く
」
自
然
観
察
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

山
案
内
の
講
師
に
、
県
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
美
ヶ
原
高
原

パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
鈴
木
康
夫
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
美
ヶ
原
の
成

り
立
ち
の
歴
史
や
、
生
態
系
の
現
実
を
学
び
ま
し
た
。

思
い
出
は
遥
か
高
原
の
夏

思
い
出
は
遥
か
高
原
の
夏

笹
賀
公
民
館
・
松
本
平
の
歴
史
文
化
財
め
ぐ
り

　

松
本
市
の
象
徴
・
青
春
時
代
の
思
い
出
・
美
ヶ
原

笹
賀
公
民
館
は
5
月
15
日
、
歴

史
文
化
財
講
座
「
松
本
平
の
歴
史

文
化
財
め
ぐ
り
」
を
開
き
13
人
が

参
加
し
て
、
松
本
市
波
田
地
区
に

あ
る
若
澤
寺
跡
の
遺
跡
群
と
、
松

川
村
勧
松
院
を
訪
ね
ま
し
た
。
講

師
を
元
波
田
町
文
化
財
審
議
員
で

旧
若
澤
寺
研
究
家
の
百
瀬
光
信
さ

ん
と
、
笹
賀
地
区
の
上
條
芳
男
さ

ん
に
お
願
い
し
、
地
域
を
取
り
巻

く
人
々
が
文
化
財
の
保
護
に
努
め

る
姿
を
学
び
ま
し
た
。

波
田
地
区
文
化
財

  

若
澤
寺
跡
遺
跡
群

明
治
の
廃

仏
毀
釈
に
よ

り
廃
寺
に

な
っ
た
「
若

澤
寺
」
は
、

奈
良
時
代
、

波
田
地
区
の

南
西
に
あ
る

水
沢
山
に
建

て
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
「
信
濃

日
光
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
隆
盛
を

極
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
若

澤
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
「
田
村
堂
」

は
地
元
住
民
等
に
よ
り
、
若
澤
寺

の
山
門
で
あ
る
「
仁
王
門
」
の
脇

に
移
さ
れ
、
現
在
は
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
当
時
の
、
き

ら
び
や
か
な
姿
を
偲
ば
せ
て
い
ま

す
。「
仁
王
門
股
く
ぐ
り
祭
」
で

知
ら
れ
て
い
る
「
仁
王
門
」
も
、

若
澤
寺
の
末
寺
で
あ
った「
西
光
寺
」

が
元
禄
時
代
に
廃
寺
の
際
、
地
元

の
人
た
ち
に
よ
り
現
在
地
に
移
さ

れ
、
若
澤
寺
の
山
門
に
な
っ
た
と
い

い
ま
す
。

講
師
の
百
瀬
さ
ん
は
「
笹
賀
地

区
に
は
熱
心
な
歴
史
研
究
者
が
大

勢
い
て
共
に
学
ん
で
い
た
こ
と
が
あ

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

  

盛
泉
寺

神
林
の
領
主
で
あ
っ
た
常
和
泉

殿
が
開
基
と
い
う
「
盛
泉
寺
」
は
、

そ
の
名
前
か
ら
常
泉
寺
と
称
し
て

い
た
が
寺
が
栄
え
る
よ
う
に
と
「
盛

泉
寺
」に
改
称
さ
れ
た
と
いい
ま
す
。

県
内
最
古
の
国
内
造
「
鋳
造
菩
薩

半
跏
像
」
が
あ
り
、
若
澤
寺
に
あ
っ

た
救
世
殿
を
移
し
再
建
し
た
境
内

の
「
水
澤
観
音
堂
」
に
は
、
純
金

造
の
「
千
手
観
音
像
」
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

住
職
は
「
普

段
は
金
庫
の

中
で
眠
って
い

る
」
と
笑
っ

て
い
ま
し
た

が
、
特
別
に

披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。

   

松
川
村
勧
松
院

  

鋳
造
菩
薩
半
跏
像

松
川
村
「
観
松
院
」
の
「
鋳
造

菩
薩
半
跏
像
」
は
国
の
重
要
文
化

財
で
、
飛
鳥
時
代
、
渡
来
人
に
よ

り
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

日
本
の
最
古
級
の
金
銅
仏
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
謎
の
多
い
歴
史
的
背

景
が
安
曇
野
の
地
に
隠
さ
れ
て
い

て
、
文
化
財
の
保
護
や
地
域
行
事

の
継
承
に
も
、
少
子
高
齢
化
の
波

が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。（

東
山
路
）

「
美
ヶ
原
」自
然
観
察
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
美
ヶ
原
」自
然
観
察
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

仏
像
ひ
と
つ
に
歴
史
の
重
み
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笹
賀
公
民
館
大
規
模
改
修

福祉ひろば入口（北側） 従来の入口は閉鎖（南側）

平
成
29
年
度
は
笹
賀
公
民
館
の
大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
改
修
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

笹
賀
公
民
館
は
建
築
か
ら
30
年

を
迎
え
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い

大
規
模
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
主
な
目
的
は
、「
建
物
の
耐

久
性
確
保
と
機
能
保
持
」、「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（※

で
き
る
だ

け
多
く
の
人
が
利
用
可
能
で
あ
る

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
）
の
導

入
」、「
エコ
改
修
」
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
改
修
内
容
と
し
て

は
、
外
壁
・
屋
根
・
内
装
の
改
修
、

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
調
理
室

厨
房
設
備
の
更
新
、
段
差
の
解
消
、

自
動
ド
ア
化
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
、
窓
の

改
修
、
冷
暖
房
設
備
改
修
、
事
務

室
窓
口
の
拡
張
、
和
室
会
議
室
の

洋
室
化
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
吊
り

天
井
の
撤
去…

等
々
、
実
に
様
々

な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

改
修
工
事
は
１
期
（
７
月
〜
11

月
）、
２
期
（
12
月
〜
２
月
）
に
分

け
て
行
わ
れ
る
予
定
で
、
７
月
か

ら
１
期
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
出
張
所
窓
口
及
び

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

事
務
所
は
１
階
和
室
会
議
室
に
仮

設
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
出
入
口

（
建
物
南
側
）は
閉
鎖
さ
れ
る
た
め
、

出
張
所
窓
口
に
向
か
う
に
は
、
併

設
す
る
笹
賀
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
の

入
口
（
建
物
北
側
）
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
駐
車
場
も
北

側
駐
車
場
の
み
利
用
可
能
と
な
り

ま
す
。

笹
賀
公
民
館
報
で
は
、
今
後
も

改
修
工
事
の
進
捗
等
に
つい
て
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

みんなで健康ウオーキング

熱戦の様子

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

５
月
28
日
（
日
）
に
笹
賀
地
区

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
97
名
の
参
加
者
は
、
笹

賀
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
、
大
島

神
明
宮
・
金
毘
羅
神
社
を
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
巡
り
、
笹
賀

公
民
館
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
5
・

7
㎞
の
神
戸
・
上
二
子
コ
ー
ス
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
者
は
地
区
内
の
史
跡
や
景
色
を

感
じ
、
参
加
者
同
士
の
会
話
も
楽

し
み
な
が
ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。

健
康
の
た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
だ

け
で
な
く
、
普
段
と
は
ま
た
違
っ

た
交
流
の
場
に
も
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

７
月
９
日
（
日
）
に
恒
例
の
球

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
大
会
は
、
昨
年
か
ら

種
目
変
更
と
な
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２

種
目
で
行
わ
れ
、
各
種
目
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
》

親
睦
目
的
の
た
め
、
順
位
付
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
》

○
39
歳
以
下
の
部

優

　勝

　神

　戸

準
優
勝

　東
耕
地

○
40
歳
以
上
の
部

優

　勝

　上
二
子

準
優
勝

　下
小
俣

【
笹
賀
地
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
】
【
第
45
回
笹
賀
地
区

　

  

町
内
公
民
館
対
抗
球
技
大
会
】

今
年
の
梅
雨
は
、
雨
が
あ
ま
り

降
ら
ず
、
夏
日
が
続
い
て
い
た
か
と

思
った
ら
、
前
線
の
停
滞
と
台
風
３

号
の
発
生
で
大
雨
と
な
り
、
例
年

と
少
し
変
わ
っ
た
天
候
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

先
日
、
諏
訪
市
原
田
泰
治
美
術

館
で
開
催
し
て
い
る
高
橋
ま
ゆ
み
人

形
展
に
行
って
き
ま
し
た
。
新
作
の

人
形
が
見
ら
れ
る
と
義
母
も
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

昨
年
亡
く
な
っ
た
義
父
が
義
母

と
飯
山
の
人
形
館
へ
何
年
か
前
に

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
当
時
、
と

て
も
感
心
し
て
、「
本
当
に
昔
の
年

寄
り
の
顔
だ
っ
た
よ
。」
と
お
茶
の

時
間
に
話
し
て
く
れ
た
こ
と
や
、

途
中
の
塩
尻
峠
で
は
、
当
時
の
修

学
旅
行
は
塩
尻
峠
へ
笹
賀
か
ら
歩
い

て
いっ
た
、
と
話
し
て
く
れ
た
義
父

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

美
術
館
に
着
き
、
高
橋
ま
ゆ
み

さ
ん
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
と
、
人

形
た
ち
の
優
し
く
穏
や
か
で
ど
こ
か

懐
か
し
い
表
情
に
、
義
父
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
義
父
は
、
作
品
を

「
昔
の
年
寄
り
の
顔
だ
。」
と
言
って

い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
義
父
に
も

ど
こ
と
な
く
似
て
い
る
と
感
じ
る
不

思
議
な
時
間
で
し
た
。

今
年
も
梅
雨
が
明
け
て
、
亡
き

人
を
偲
ぶ
お
盆
が
やって
き
ま
す
。

散
歩
道
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